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「縄文時代の生活
奥州市の縄文 Vol.Ⅱ」

　奥州市をはじめとして、日本各地に多くの遺跡がありま
すが、その中でも「縄文時代」は最も年代が古く、かつ長い
時代です。狩猟採集を生業とした生活は１万３千年ほど続
きました。自然と共生し、時には翻弄されながらも生活は
続きます。縄文時代は「土器の製作」が始まった時代です。
土器を使って煮沸することで、食べるものが一気に増えま
した。奥州市では約１万年前の「早期」という時期の遺跡が
見つかっています。この時期の集落は短期間で移動可能な
小さな竪穴建物跡に住んでいたようです。
　約6千年前、縄文時代の前期と呼ばれる時期は温暖化が
進みます。海岸線も内陸部に移動するほど暖かくなります。
食料（食材）が増え、それにともなって人口も増加しました。
この時期の集落跡をみると、中央に空間を設けるなど計画
的に建物が配置されるムラが出現します。装飾品なども多
く出土し、生活の豊かさが垣間見えるようになります。
　約5千年前、縄文時代中期になると集落が広範囲に広が
るとともに大規模になります。竪穴建物跡だけではなく、
掘立柱建物跡も作られます。土器も大型になり食料が豊富
であったことがわかります。この時期には植物を管理して
採集する栽培のようなことを始めた可能性も指摘されて
います。この時期は少しずつ寒冷化が進行し、生活もまた
徐々に変化していきます。
　約4千年前、縄文時代後期になると寒冷化はさらに進み
ます。最も人口が多かった時期と比べて約1/3程度まで減

少したと考える研究
者もいます。土器は
中期よりも小型化し、
器種も多くなります。
食材や調理、食事の
仕方が変化したのか
もしれません。土偶
はよりヒト型に近い
形となり、「マツリ」「イノリ」に使用したと思われる道具も
多様化します。厳しい自然環境のなか、目に見えない何か
にすがっていたのかもしれません。
　約3千年前、縄文時代の晩期になると土器の文様はより
複雑化し、器壁も薄くなります。編みかごを作り漆を塗り
重ねた漆器も作られるようになります。依然として厳しい
自然環境の中、特に青森県を中心とした「亀ヶ岡文化」が東
日本に広がっていきます。一方、西日本では大陸または朝
鮮半島などから「コメ」が伝わり、新しい文化、社会が作ら
れていきます。やがて「弥生時代」と呼ばれるコメつくりを
中心とした新しい時代へと変化していきます。
　このような縄文時代の生活を奥州市からみつかった遺
跡や出土遺物を通して紹介していきます。17の遺跡と出
土した遺物を紹介、展示解説します。お時間や興味のある
方はぜひご覧ください。

（文：センター所長　佐藤良和）

◆主催／一般財団法人奥州市文化振興財団
◆後援／奥州市　奥州市教育委員会　 胆江日日新聞社　岩手日日新聞社
　　　　 水沢テレビ　奥州エフエム　 わいわいネット株式会社

2025

10/11 12/7
会　場 埋文センター 研修室
開館時間 ９：００～１６：３０（最終入場は１６：００まで）
休館日 毎週火曜日
観覧料 個人３００円　高校生以下無料
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文／専門学芸員　大 堀 秀 人
エミシとアイヌ［第２回］

　
　古代東北のエミシと北海道のアイヌの関係を探るコーナー
「エミシとアイヌ」。第2回にあたる今回は、政治史的な観点から
この問題について考えてみますが、前身となる時期を含め、中
世から近世、近代を経て現在まで連綿と続くアイヌ民族の歩み
は、この一紙に収まるものではなく、また、基本的に古墳時代
（特に後期）頃から平安時代に収まるエミシと単純に対比でき
るものでもありません。そこで、今回は主に平安時代までの東
北と北海道の様相に焦点を当てていきます。
■
　■
■
　人間集団にとって、名前は極めて重要な意味を持ちます。で
は、「エミシ」と「アイヌ」は、それぞれ誰が名づけ、どのような意
味が込められていたのでしょうか。
　まず「エミシ」について。その本来的な意味は「勇猛な人」で、
反抗・敵対や畏怖といったニュアンスも込められていたとされ
ます。語源については諸説ありますが、どれも確証はなさそう
です。ただ、当初の段階において、東北地方の人々が自ら「エミ
シ」と名乗ったわけではなく、ヤマト側からつけられたとする
見方が優勢です。なお、「エミシ」は古代でも古い時代の呼び名
です。「エミシ」が転訛したのが「エビス」で、遅くとも８世紀前
半には使われていました。
　次に「アイヌ」について。「アイヌ」とは、アイヌ語で「（カムイ
に対する）人」を意味する言葉であり、アイヌ自身の呼称とされ
ます。日本語の文献では、集団を指して「アイヌ」という例は18
世紀末頃からみられますが、人名に尊称の「イン（＝アイヌ）」が
つく例はそれよりも早くみられるため（例：コシャマイン、シャ
クシャイン）、アイヌ自称も日本側の記録より早くから行われ
ていた可能性が考えられます。
　ただし、11～12世紀頃から、北海道やその住民を念頭に置い
て「エゾ」という呼称が用いられるようになります※1。「エゾ」呼
称について、「エミシ（エビス）」が転訛した、あるいは「エンジュ
（エンチウ）」（アイヌ語の古典語で「人」の意）に由来する、と
いった説があり、前者であれば「エミシ」との連続性、後者であ
れば「アイヌ」との親近性が生じます。

■
　■
■
　前述の通り、元来「エミシ」は勇猛な人を指す言葉であり、反
抗・敵対や畏怖といったニュアンスこそあれ、必ずしもマイナス
なものではなく、かつ言葉としての素朴さもありました。しかし、
ヤマト社会が成長を遂げて律令国家へと至る過程において、
「エミシ」は極めて重大な政治性を帯びていくようになります。

　古代の日本は、東アジア諸国から様々な制度や技術、思想を
取り入れましたが、エミシとの関係で特に重要となるのが「中
華思想」です。中華思想では、自分の国こそ世界の中心で最も文
化の進んだ「中華（中国）」であり、その周辺には劣った異民族で
ある「夷狄」の地域が広がっていると考えます。夷狄は方角ごと
に割り当てられ、それぞれ東夷・西戎・南蛮・北狄といいます。
　そして、日本の古代国家は、その夷狄のポジションにエミシ
をあてがったのです。その端的なあらわれが「蝦夷」という漢字
表記で、「蝦夷」の「夷」は「東夷」の「夷」に他なりません。『日本書
紀』をはじめとする国家編纂の歴史書において、エミシはこと
さらにヤマトの人々とは異なる未開野蛮な民として描かれま
した。また、エミシには貢ぎ物を献上する「朝貢」が課せられま
したが、理念上、朝貢
は中華皇帝の徳が異
民族にも及んでいる
ことを示す行為であ
るため、古代日本国
の中華意識を充足さ
せる意味合いもあり
ました。

■
　■
■
　エミシというとすぐに古代東北の人々を連想しますが、時
代を遡っていくと、必ずしもそれに限定されない例がみえま
す。例えば、日本史の教科書でもよく取り上げられる倭王武の
 上  表  文 （478年）に、「東は毛人を征すること五十五国」とあり
ます。この「毛人」※2は訓でエミシと読まれますが、ここでは広
く東国の人々を指しています。
　さて、6世紀になると、現地豪族を 国  造 に任命して地方を支
配する体制（国造制）が整います。ただ、国造が置かれたのは新
潟県中部から宮城県南部までで、それより北には国造制が施
行されませんでした。そして、その後の歴史の中では、この国
造制ラインの外側に住んでいた人々がエミシとして認識され
るようになります。例えば、城柵はエミシの居住地に設置され
るエミシ支配の拠点ですが、最初期の城柵がつくられた地域
は新潟（越後）平野・米沢盆地・仙台平野でした。
　朝廷の東北進出は、大化の改新があった7世紀中頃から本格
化します。朝廷は各地に城柵を設置して移民（柵戸）を送り、郡
制を敷いて領土を広げるとともに、抵抗するエミシたちを軍
事力でもって制圧していきました。こうした積極的なエミシ
政策は平安時代初頭まで続きます。

■
　■
■
　今度は北海道に目を転じてみます。古代史料にみえる「渡嶋」
は北海道とみるのが有力ですが※3、その住民は「渡嶋蝦夷」や
「渡嶋狄」と記されています。「狄」は「北狄」、つまり北方の異民

□ はじめに

エミシ・アイヌの語源

エミシと古代の東北

北海道のエミシ
「エミシ」から「蝦夷」へ

連  載

※１　実質面における「エゾ」の登場を10世紀代に遡らせる見解もあります。

※２　「毛人」は中国の古典『山海経（せんがいきょう）』にみえる「毛民」（東の
辺境に住むとされる全身多毛の人々）を踏まえたものとされます。

□□南  蛮

□□北  狄

□
□
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夷
□
□
西  

戎 中 華

中華世界と夷狄の概念図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 わ おう ぶ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くにのみやつこ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さっこ
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　　　　　い てき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  とう い   せいじゅう なんばん  ほくてき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうこう
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 まいぶん  ト  まいぶん ト ス  ク ク ピ ッッ族を意味する漢字で、古代日本では主に日本海側のエミシを指
して用いられます。ヤマト社会からみれば、北海道の住民もま
たエミシだったのです。
　もちろん、同じくエミシと呼ばれていても、東北の人々と北
海道の人々が同族意識を持っていたかどうかは別問題です。
また、東北地方とは異なり、北海道では城柵の設置や郡制の施
行など、直接的な支配体制はとられませんでした。ですが、朝貢
や交易の関係は結んでおり、特に733年につくられた秋田城は、
渡嶋エミシを含む北方社会とヤマト社会との交流の一大拠点
として機能しました。当時の北海道の墓地から出土する刀剣類
などは、王権・国家との関わりをうかがわせます。
　なお、658～660年にかけて行われた阿倍比羅夫の北方遠征
関係史料に、「   粛　慎   」なる集団がみえます。その実態をめ
ぐっては諸説ありますが、今のところ、道東沿岸部に展開した
オホーツク文化の人々とみる説が比較的有力です。

■
　■
■
　ヤマト社会からみると、東北の住民も北海道の住民も、地域
的な分類こそあれ、同じくエミシでした。ですが、平安時代も
中期・後期になると、両者の区分がはっきりしていきます。東北
地方ではまがりなりにも郡制が施行され、また荘園制社会の論
理に組み込まれ、「日本国」への編入が進んでいったのに対し、
北海道は観念的な次元で「日本国」の社会から疎外されていき
ます。
　中華思想は中華と夷狄を区別する考えである一方、夷狄にも
徳を及ぼして同化させるべきという、（侵略する側に都合の良
い）理念も持ち合わせていました。ですが、律令体制の崩壊に伴
い、そうした意識は形骸化していきます。「エゾ」認識は、国家が
排他的・閉鎖的な方向へと転換する中で成立したと考えられて
います。漢字表記こそ「蝦夷」を踏襲しますが、「エミシ」と「エゾ」
の間には時代的・質的な違いが横たわります。
　とはいえ、実態面において、「エゾ」世界と東北北部の社会に
は、依然として活発な交流がありました。そして、平安後期の東
北では、安倍氏・清原氏、平泉藤原氏といった、「日本国」と「エ
ゾ」、二つの世界にまたがる〝境界権力〟というべき勢力が躍
動しました。彼らのアイデンティティをめぐって、今なお活発
な議論が続いています。　　　　　　　　　　　　　　　（了）

【参考文献】
・菊池勇夫「蝦夷島と北方世界」『日本の時代史19　蝦夷島と北方世界』
　吉川弘文館、2003年
・工藤雅樹『古代蝦夷』吉川弘文館、2000年（2011年に「歴史文化セレ
　クション」で復刊）
・熊谷公男『蝦夷の地と古代国家』山川出版社、2004年
・児島恭子『アイヌ民族史の研究』吉川弘文館、2003年
・蓑島栄紀「古代北海道地域論」『岩波講座日本歴史　第20巻　地域論
  〈テーマ巻1〉』岩波書店、2014年

「日本国」と「エゾ」世界

※３　現在の「渡島（おしま）」は近代につけられた地名であり、古代の「渡嶋」
と同一視はできません。

（令和７年度事業４月～９月）

鎮守府探訪講座2025
①6/1（日） ②7/6（日） ③8/3（日） ④9/7（日）歴 史 講 座

親子で楽しむ縄文人なりきり体験
5/11(日)体験学習会

　今年度も小さなお子
様連れのご家族や、学
校のお友達同士など、
たくさんの年代の方に
参加いただきました。
　縄文衣装の着用をは
じめ、弓矢体験や本物

の土器の拓本取りなど、衣食住にまつわる様々な体験を
通して、縄文人のくらしに触れました。

古代の宝石トンボ玉をつくろう
7/19(土)・20(日)・21（月・祝）体験学習会

　夏休み時期恒例の
トンボ玉づくりに挑戦
する人気事業です。い
くつか作った中から
一つ選んでストラップ
に加工しました。炎と熱
に苦心しつつ一生懸命

作りあげた作品は涼しげで、自分だけのトンボ玉を見つ
める参加者の皆さんの目は、いずれも満足そうでした。

　6月から9月にかけて、
一般向け歴史講座「鎮
守府探訪講座2025」を
開催しました。各月１回、
全４回のスケジュール
で、たくさんの方にご来
場いただきました。

　今年度の講座はバラエティに富んだ内容となりました。
第１回は縄文時代、第２回は中近世、第３回は奈良・平安、
第４回は平安時代といったラインナップです。テーマ的
にも集落や社会、信仰、人物と実に様々な論点を扱いま
した。市民の方々の幅広い関心に応えることができたの
ではないかと思います。
　中でも第１回講座では、奥州市内にある縄文時代の重
要遺跡「大清水上遺跡」を取り上げ、集落の変遷を丁寧
に跡付けましたが、その大清水上遺跡出土遺物も今回
の企画展「縄文時代の生活」で展示されます。講座の内
容とリンクさせながら、太古の人々の営みに思いを巡ら
せてみてはいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あ べ の ひ ら ふ

　　　　　　　　　　　しゅくしん／あしはせ



私たち一般財団法人奥州市文化振興財団は、

〇感動を創り、感動を共有する歴史・文化・スポーツの活動

〇心豊かな子どもを未来に翔たかせる文化・スポーツの創造

を事業理念に掲げ、取り組んでいます。

〒023-0003 岩手県奥州市水沢佐倉河字九蔵田96-1
TEL 0197-22-4400　FAX 0197-22-4600
URL　http://www.oshu-bunka.or.jp/maibun/
E-mail　maibun@oshu-bunka.or.jp

編集・発行
奥州市埋蔵文化財調査センター及び胆沢城跡歴史公園指定管理者

一般財団法人奥州市文化振興財団
奥州市埋蔵文化財調査センター

鎮守府

日の

12/14㈰

常設展示のご案内常設展示のご案内

2階展示室入り口

映像コーナー

鬼瓦

学校やこども会、団体などを訪問して一緒に体験します！ 子どもたちに向けて、わかりやすい言葉でお話します。
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●開館時間／9：00～16：30（入館は16：00まで）
●観 覧 料／個人300円（団体15人以上は半額料金）
　　　　　　小・中・高校生　無料
●休 館 日／火曜日・12月29日～1月3日

VR体験コーナー 胆沢城の当時の姿をCGで再現しました。

展示室入り口にたたずむ鎮
兵（ちんぺい）の像が、訪れる
人を出迎えます。

古代東北の歴史を100インチの
スクリーン映像で紹介。

胆沢城跡
外郭南門出土
（９世紀）

9：30～15：30の
1時間ごとに上映

上映時間
30分

※詳しくは別途チラシをご覧いただくか、直接お問合せください。

埋文センター事業のご案内

（ 事業の日程・内容などは変更になる場合があります。詳細は、ホームページ・チラシ・市広報などでお知らせします。 ）

講師派遣

●午前・午後の2回開催
●定員／各回10人（全20人） 
●対象／小学４年生以上

●参加料／
1,300円

●午前・午後の2回開催
●定員／各回20人（全40人） ●参加料／300円

10/26㈰
●10：00～12：00　小雨決行【荒天中止】
●定員／20人　●参加料／無料

1/10㈯2026年

体 会習学験

2025

9/27
2025

9/27

夢あかり ＆

築地塀ライト
ショー

13：00～1
5：00 17：30～1

9：30ポニー乗馬
体験

平安の遊び体験コーナー
9：00～暗くなるまで

屋台・キッチンカー
11：00～19：30

センター展示室無料公開
9：00～20：00（雨天時は16：30まで）【雨天中止】

流鏑馬体験


